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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年12月9日(2021.12.9)

【公表番号】特表2021-501203(P2021-501203A)
【公表日】令和3年1月14日(2021.1.14)
【年通号数】公開・登録公報2021-002
【出願番号】特願2020-543260(P2020-543260)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/4745   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/502    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  33/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/4745   　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｋ   31/502    　　　　
   Ａ６１Ｋ   33/26     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月29日(2021.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象のがんの予防、軽減または治療に用いる医薬組成物であって、治療上有効な量の下
記の化合物Ｉ、
【化１】

またはその製薬学的に許容可能な塩、遊離塩基、水和物、錯体もしくはキレートを含み、
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前記対象が、ＤＮＡ修復遺伝子に変異を有する前記医薬組成物。
【請求項２】
　前記ＤＮＡ修復遺伝子が、相同組み換え遺伝子である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記ＤＮＡ修復遺伝子が、相同組み換え（ＨＲ）依存性のデオキシリボ核酸（ＤＮＡ）
二本鎖切断（ＤＳＢ）修復経路の遺伝子である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記ＤＮＡ修復遺伝子が、ＢＲＣＡ－１、ＢＲＣＡ－２、ＡＴＭ、ＡＴＲ、ＣＨＫ１、
ＣＨＫ２、Ｒａｄ５１、ＲＰＡ及びＸＲＣＣ３からなる群から選択した１つ以上の遺伝子
である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記ＤＮＡ修復遺伝子が、ＢＲＣＡ－１及び／またはＢＲＣＡ－２である、請求項２に
記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記対象では、ＤＮＡ修復遺伝子における変異がヘテロ接合型である、請求項１に記載
の医薬組成物。
【請求項７】
　前記対象では、前記相同組み換え（ＨＲ）依存性のデオキシリボ核酸（ＤＮＡ）二本鎖
切断（ＤＳＢ）修復経路の遺伝子における変異がヘテロ接合型である、請求項６に記載の
医薬組成物。
【請求項８】
　前記対象では、ＢＲＣＡ１またはＢＲＣＡ２における変異がヘテロ接合型である、請求
項６に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記対象では、ＢＲＣＡ１またはＢＲＣＡ２における変異がホモ接合型である、請求項
６に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記がんが、造血癌、結腸直腸癌、卵巣癌、乳癌、子宮頸癌、肺癌、肝臓癌、膵臓癌、
リンパ節癌、白血病、腎臓癌、大腸癌、前立腺癌、脳腫瘍、頭頸部癌、骨癌、咽頭口腔癌
、ユーイング肉腫、皮膚癌、腎臓癌及び心臓癌からなる群から選択される、請求項１に記
載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記がんが、乳癌、肺癌、リンパ節癌、大腸癌、白血病、腎臓癌及び前立腺癌からなる
群から選択される、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記がんが、乳癌である、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記がんが、ＢＲＣＡ関連癌である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記ＢＲＣＡ関連癌が、ＢＲＣＡ－１及び／またはＢＲＣＡ－２遺伝子の１つ以上の変
異を有する、請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記対象が、ヒトである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　第２の治療有効剤を治療上有効な量投与することをさらに含む、請求項１に記載の医薬
組成物。
【請求項１７】
　前記対象に化合物Ｉを投与前、投与中または投与後に、前記第２の治療有効剤を投与す
る、請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
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　前記第２の治療有効剤が、免疫療法剤、抗がん剤及び血管新生剤からなる群のうちの１
つ以上から選択される、請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　前記第２の治療有効剤が、ＰＡＲＰ阻害剤である、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　前記ＰＡＲＰ阻害剤が、オラパリブである、請求項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　前記対象で、下記の化合物Ｉ、
【化２】

またはその製薬学的に許容可能な塩、遊離塩基、水和物、錯体もしくはキレートを治療上
有効な量投与されなかった対象と比べて、骨髄活性の低下が９０％未満となる、請求項１
に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記対象で、骨髄活性の低下が１０％未満となる、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記対象で、骨髄活性の低下が見られない、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　前記対象が、すでにがんである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　前記対象で、がんと関連する腫瘍のサイズの低減または縮小が見られる、請求項２４に
記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　前記対象で、前記がんと関連する前記腫瘍が完全に消失する、請求項２５に記載の医薬
組成物。
【請求項２７】
　前記対象で、がんと関連する腫瘍における新生血管形成または血管新生が阻害、減少ま
たは低減される、請求項２４に記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　がん細胞の殺傷に用いる医薬組成物であって、治療上有効な量の下記の化合物Ｉ、

【化３】

またはその製薬学的に許容可能な塩、遊離塩基、水和物、錯体もしくはキレートを含み、
前記細胞と、前記化合物Ｉまたはその製薬学的に許容可能な塩、遊離塩基、水和物、錯体
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もしくはキレートを接触させることを含む前記医薬組成物。
【請求項２９】
　前記がん細胞が、ＢＲＣＡ－１、ＢＲＣＡ－２、ＡＴＭ、ＡＴＲ、ＣＨＫ１、ＣＨＫ２
、Ｒａｄ５１、ＲＰＡ及びＸＲＣＣ３からなる群から選択した１つ以上の遺伝子を欠損し
ている、請求項２８に記載の医薬組成物。
【請求項３０】
　がん細胞における細胞周期停止の誘導に用いる医薬組成物であって、治療上有効な量の
下記の化合物Ｉ、
【化４】

またはその製薬学的に許容可能な塩、遊離塩基、水和物、錯体もしくはキレートを含み、
前記細胞と、前記化合物Ｉまたはその製薬学的に許容可能な塩、遊離塩基、水和物、錯体
もしくはキレートを接触させることを含む前記医薬組成物。
【請求項３１】
　前記がん細胞が、ＢＲＣＡ－１、ＢＲＣＡ－２、ＡＴＭ、ＡＴＲ、ＣＨＫ１、ＣＨＫ２
、Ｒａｄ５１、ＲＰＡ及びＸＲＣＣ３からなる群から選択した１つ以上の遺伝子を欠損し
ている、請求項３０に記載の医薬組成物。
【請求項３２】
　対象のがんの予防、軽減または治療に用いる医薬組成物であって、１つ以上の金属原子
との錯体で、治療上有効な量の

【化５】

の１つ以上の分子を含み、前記対象が、ＤＮＡ修復遺伝子に変異を有する前記医薬組成物
。
【請求項３３】
　前記１つ以上の金属原子が、鉄、亜鉛、アルミニウム、マグネシウム、白金、銀、金、
クロム、ニッケル、チタン、銅、スカンジウム、ジルコニウム、バナジウム、モリブデン
、マンガン、タングステン及びコバルトからなる群から選択される、請求項３２に記載の
医薬組成物。
【請求項３４】
　前記１つ以上の金属原子が、鉄である、請求項３３に記載の医薬組成物。
【請求項３５】
　前記錯体が、下記の構造を有する、請求項３４に記載の医薬組成物。
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【化６】
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